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特特  
集集

基
本
的
な
考
え
方�

当
会
で
は
、
令
和
7
年
度
か
ら
11
年
度

ま
で
の
中
期
計
画
と
し
て
『
新
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
み
え
プ
ラ
ン
（
第
２
期
計

画
）』（
以
下
「
第
２
期
Ｗ
Ｂ
」
と
い
う
。）

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
事
業
を
計

画
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
第
２
期
Ｗ
Ｂ

で
は
、
引
き
続
き
「
認
め
合
い　
包
み
込

み　

共
に
生
き
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し

て
」
を
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、

地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
や
国
・
県
等
の

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
当
会
が
重
点
的
に
取

り
組
む
事
業
を
、
第
２
期
Ｗ
Ｂ
の
３
つ
の
基

本
目
標
に
沿
っ
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

重
点
事
業�

  

基
本
目
標 

❶�

　
地
域
共
生
の
基
盤
づ
く
り�

① �

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

　 

市
町
社
協
の
組
織
・
機
能
強
化
の
支
援

● �

地
域
福
祉
活
動
推
進
協
議
会
と
協
力

し
、
市
町
社
協
の
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
や
経
営
改
善
に
向
け
た
支
援

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
組
織
と
し
て
の
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

● �

福
祉
教
育
は
、
す
べ
て
の
人
が
「
ふ

だ
ん
の　

く
ら
し
の　

し
あ
わ
せ
」

を
目
指
し
、
多
様
性
を
認
め
合
う
、

「
と
も
に
生
き
る
力
」
を
育
む
も
の
で

あ
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
お
い
て

は
そ
の
視
点
が
必
要
で
す
。
多
様
な

機
関
と
の
連
携
・
協
働
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
築
に
向
け
て
市
町
社
協

と
協
力
し
て
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

② 

総
合
的
な
相
談
支
援
機
能
の
強
化

● �

支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
、
す
ぐ
に

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
適
切
な
運
営
に
向

け
た
取
り
組
み
を
市
町
社
協
と
と
も

に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
や
市

町
社
協
を
対
象
に
、
成
年
後
見
の
利

用
促
進
に
関
し
て
は
研
修
や
意
見
交

換
の
場
を
設
け
、
担
当
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
成
年
後
見
の

利
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
市

民
後
見
人
等
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
の
取
組
を
、
県
と
連
携
し
て
進
め

ま
す
。

● �

市
町
社
協
の
相
談
支
援
事
業
担
当
者

同
士
の
情
報
交
換
会
や
研
修
会
を
実

施
す
る
な
ど
、
事
業
の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
市
町
社
協
の
横
断
的
な
相

談
支
援
体
制
の
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
町
に
お
け
る
「
一
次
相
談
支

援
事
業(

生
活
困
窮)

」の
実
施
と「
断

ら
な
い
相
談
支
援
」
体
制
構
築
を
促

進
し
ま
す
。

● �

市
町
社
協
と
連
携
・
協
力
し
、
貸
付

相
談
を
通
し
て
世
帯
の
複
雑
、
多
様

な
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
と
も

に
、
適
切
な
債
権
管
理
を
通
し
て
、

伴
走
型
の
自
立
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
特
例
貸
付
の
対
象
者
等
へ
の
生
活

再
建
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
、

生
活
相
談
支
援
担
当
部
門
と
の
連
携

強
化
、
並
び
に
市
町
社
協
と
の
連
携

体
制
の
下
で
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
、

生
活
相
談
会
、生
活
状
況
調
査
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
後
方
支
援
の

た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
及
び

債
権
管
理
を
円
滑
化
す
る
べ
く
、
市

町
社
協
担
当
者
向
け
の
研
修
会
・
事

例
検
討
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

  

基
本
目
標 

❷�

　
持
続
可
能
な
社
会
福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り�

① �

多
様
な
人
材
の
福
祉
分
野
へ
の
参
入

促
進
お
よ
び
保
育
士
確
保
の
拡
充

● �

福
祉
分
野
の
人
材
不
足
が
言
わ
れ
て

久
し
い
で
す
が
、
ま
だ
解
消
の
兆
し

が
見
え
な
い
現
状
で
す
。
そ
う
い
っ
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た
状
況
の
中
で
、
福
祉
を
支
え
る
人

材
確
保
は
引
き
続
き
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
世
代
、
子
育
て

世
代
、
潜
在
有
資
格
者
、
外
国
人
材

な
ど
多
様
な
人
材
の
福
祉
分
野
へ
の

参
加
促
進
を
図
る
た
め
に
、
介
護
助

手
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
の
提
案

を
し
、
資
格
取
得
（
介
護
職
員
初
任

者
研
修
の
実
施
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

な
ど
、
求
職
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
沿
っ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

● �

保
育
士
確
保
に
関
し
、
よ
り
多
く
の

保
育
士
や
潜
在
保
育
士
、
保
育
士
を

目
指
す
学
生
に
対
し
て
、
保
育
に
携

わ
る
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
今
の

保
育
に
関
す
る
情
報
を
よ
り
一
層
伝

え
て
い
き
ま
す
。

② 

福
祉
人
材
の
定
着
支
援
と
育
成

● �「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修
課

程
」
に
つ
い
て
は
、福
祉
職
員
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
が
計
画
的
に
構
築
さ
れ

る
よ
う
、
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
広

く
周
知
す
る
こ
と
で
、
受
講
機
会
の

増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

● �

業
種
別
・
課
題
別
専
門
研
修
に
つ
い

て
は
、
施
設
等
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
や
研
修
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
研
修
委
員
会
に
諮
り
、
研

修
内
容
等
を
充
実
さ
せ
、
専
門
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
研
修
手
法
を

工
夫
し
、
幅
広
い
気
づ
き
と
実
践
力

の
向
上
等
を
支
援
し
ま
す
。

  

基
本
目
標 

❸�

　
災
害
時
に
備
え
た
支
援
活
動
の
充
実�

① �

災
害
時
に
備
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
・
基
盤
強
化

● �
今
後
の
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
三
重
県
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
の
組
成
や
広
域
受
援
体
制
の
整
備
、

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

の
体
制
づ
く
り
な
ど
の
取
組
に
つ
い

て
再
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・

県
の
政
策
・
施
策
等
に
よ
り
求
め
ら

れ
る
機
能
に
呼
応
で
き
る
体
制
整
備

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

● �

市
町
社
協
、
福
祉
施
設
・
関
係
団
体

等
に
お
け
る
災
害
対
応
強
化
の
支
援

と
し
て
、 

市
町
社
協
が
適
切
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営

が
で
き
る
よ
う
、
人
材
育
成
や
広
域

連
携
の
仕
組
み
の
活
用
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
、
災
害
に
関

す
る
情
報
共
有
の
仕
組
み
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

県
社
協
の
経
営
基
盤
の
強
化�

① 

組
織
体
制
の
強
化

● �

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
事
業
運
営
の

透
明
性
の
向
上
、
財
務
規
律
の
強
化

な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
的
確
に

実
行
し
て
い
き
ま
す
。

● �

財
務
規
律
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
法
人

が
財
務
の
健
全
性
を
さ
ら
に
確
保
し
、

恒
常
的
な
財
政
赤
字
体
質
か
ら
脱
却

す
る
た
め
に
、
既
存
の
財
務
規
律
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
持
続
可
能
な
事

業
展
開
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

● �

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
市
町

社
協
と
の
連
携
を
進
め
、
と
も
に
社

協
職
員
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
目
指

し
た
計
画
的
な
研
修
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
人
事
交
流
の
仕

組
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
当
会
で
導
入
し
て
い
る
職
員
育

成
支
援
の
た
め
の
人
事
評
価
制
度
に

つ
い
て
、
適
正
な
運
用
と
必
要
な
改

善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

● �

な
お
、
当
会
の
事
業
（
活
動
）
の
展

開
に
当
た
っ
て
は
、
国
・
県
等
の
施

策
と
の
連
携
、
社
協
・
福
祉
関
係
団

体
等
と
の
連
携
強
化
を
一
層
図
り
な

が
ら
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
特
に
、

県
が
策
定
し
た
「
第
二
期
三
重
県
地
域

福
祉
支
援
計
画
」
と
の
連
携
に
よ
り
、

着
実
に
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
計
画�

令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
全
文
）
は
、

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

当
会
で
は
事
業
を
確
実
に
推
進
し
、
そ

の
成
果
を
お
示
し
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
第
２
期
Ｗ
Ｂ
で
は
、
事
業

ご
と
に
目
標
を
設
定
し
、
上
位
目
標
と
の

連
携
を
図
る
こ
と
で
、「
認
め
合
い　

包

み
込
み　
共
に
生
き
る
地
域
社
会
」
の
実

現
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。

第
２
期
Ｗ
Ｂ
は
、

次
号
に
て
紹
介

し
ま
す
。 こちらより

ご覧ください。
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令和７ 年度　令和７ 年度　 収支予算の概要収支予算の概要

総務企画部

総務課 地域福祉課

課　 　 長　 　 加藤　 千弘 課　 　 長　 　 山口　 訓広

主　 　 事　 　 橋本　 允聖 地域福祉・ 市町社協

嘱　 　 託　 　 半井　 美枝 主　 　 事　 　 濵口みき 乃

嘱　 　 託　 　 脇田　 　 恵 主　 　 事　 　 松野　 朱里

業務補助　 　 加藤　 龍知 主　 　 事　 　 野尻　 康平

生活福祉資金課（ ｾﾝﾀ ）ー 嘱　 　 託　 　 坂本　 由美

課長（ ｾﾝﾀｰ長）　 稲木　 和彦 嘱　 　 託　 　 田中　 千紘

専 門 員　 　 平井　 貴子 ボラ ンティ アセンタ ー

主　 　 任　 　 秋葉　 勇弥 ｾﾝﾀ 長ー（ 兼）　 山口　 訓広

主　 　 事　 　 中川健太郎 嘱　 　 託　 　 福永　 綾子

主　 　 事　 　 中西　 　 崚 日常生活自立支援セン タ ー

嘱　 　 託　 　 北出真由美 ｾﾝﾀ 長ー（ 兼）　 小海途誠也

嘱　 　 託　 　 仁田　 早苗 主　 　 任　 　 片山　 誠一

嘱　 　 託　 　 椛田　 徳幸 主　 　 任　 　 森　 　 拓眞

嘱　 　 託　 　 佐藤　 安紀 民生委員児童委員

嘱　 　 託　 　 石村　 貴之 嘱　 　 託　 　 上田　 順子

嘱　 　 託　 　 鎌田　 和美 嘱　 　 託　 　 野村　 尚美

嘱　 　 託　 　 石井　 和也 生活相談支援課（ ｾﾝﾀ ）ー

課長（ ｾﾝﾀｰ長）　 福島　 洋樹

嘱　 　 託　 　 前川る み子

嘱　 　 託　 　 山地　 雅子

嘱　 　 託　 　 田中　 智志

嘱　 　 託　 　 小笠原泰司

嘱　 　 託　 　 小林　 浩美

嘱　 　 託　 　 小坂　 明美

嘱　 　 託　 　 佐藤　 篤志

嘱　 　 託　 　 水谷　 治己

福祉研修人材部

福祉育成支援課 福祉人材課（ セン タ ー）

課　 　 長　 　 富田真実子 課長（ ｾﾝﾀｰ長）　 関根　 正樹

社会福祉研修センタ ー 人材確保・ 定着支援グループ

ｾﾝﾀ 長ー（ 兼）　 富田真実子 主　 　 事　 　 羽儀　 雄斗

主　 　 査　 　 小倉　 諒也 専 門 員　 　 井深　 麻裕

主　 　 事　 　 安保健太郎 専 門 員　 　 中西由美子

主　 　 事　 　 諏訪　 愛実 専 門 員　 　 森　 智重美

嘱　 　 託　 　 出口　 智美 専 門 員　 　 竹内　 智彦

嘱　 　 託　 　 森　 　 葉子 専 門 員　 　 中山　 良久

嘱　 　 託　 　 久保　 若菜 嘱　 　 託　 　 神田　 夏実

シニア社会活動・ 種別協議会支援 人材育成グループ

主　 　 事　 　 松本　 瑞季 主　 　 査　 　 濱田　 康太

主　 　 事　 　 長谷川雄大 嘱　 　 託　 　 荒木　 裕恵

嘱　 　 託　 　 中野　 朝美 嘱　 　 託　 　 北村かおり

嘱託（ 兼）　 出口　 智美 嘱　 　 託　 　 庄村　 明子

嘱託（ 兼）　 久保　 若菜 保育士・ 保育所支援センタ ー

業務補助　 　 坂野　 美樹 ｾﾝﾀ 長ー（ 兼）　 関根　 正樹

災害福祉支援 主　 　 任　 　 古郡　 健太

主事（ 兼）　 安保健太郎 嘱　 　 託　 　 太田　 育子

嘱　 　 託　 　 西村　 友美

介護支援専門員試験・ 研修課（ ｾﾝﾀ ）ー 　

課長（ ｾﾝﾀｰ長）　 佐藤　 克哉 　 　

主　 　 事　 　 榮田　 真子

嘱　 　 託　 　 桝田　 美幸

嘱　 　 託　 　 東海　 友紀

嘱　 　 託　 　 近藤　 卓也

嘱　 　 託　 　 田中　 亜依

　

独立事務局

運営適正化委員会

事務局長　 　 坂口　 ゆり

主事（ 兼）　 橋本　 允聖

地域密着型サービス外部評価

部長（ 兼）　 小海途誠也

課長（ 兼）　 山口　 訓広

主事（ 兼）　 野尻　 康平

嘱託（ 兼）　 坂本　 由美

第三者評価

課長（ 兼） 総括　 加藤　 千弘　

課長（ 兼）　 稲木　 和彦

課長（ 兼）　 富田真実子

課長（ 兼）　 関根　 正樹

課長（ 兼）　 山口　 訓広

課長（ 兼）　 佐藤　 克哉

主査（ 兼）　 小倉　 諒也

主査（ 兼）　 濱田　 康太

主任（ 兼）　 秋葉　 勇弥

主任（ 兼）　 片山　 誠一

主任（ 兼）　 森　 　 拓眞

主任（ 兼）　 古郡　 健太

三重県共同募金会

三重県社会福祉事業職員共済会

事務局長　 　 紀平　 益美

次長兼課長　 　 日向　 智信

主　 　 任　 　 谷岡佑一郎

主　 　 任　 　 田中真莉奈

主　 　 事　 　 箕田　 響介

共同募金会

嘱　 　 託　 　 小西伊津美

共済会

嘱　 　 託　 　 鈴木香奈子

嘱　 　 託　 　 米田　 剛生

三重ボラ ン ティ ア基金

事務局長（ 兼）　 小海途誠也

次長（ 兼）　 山口　 訓広

書記（ 兼）　 松野　 朱里

書記（ 兼）　 濵口みき 乃

会　 長　 　 井村　 正勝

常務理事・ 事務局長　 　 横田　 浩一

事務局次長兼総務企画部長　 　 小海途　 誠也　 /　 事務局次長兼福祉研修人材部長　 　 山﨑　 和彦
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総務企画部 福祉研修人材部 独立事務局

三重県社会福祉協議会　 事務局体制と 主な業務の所管　（ 順不同　 令和７ 年４ 月１ 日現在）

（ 単位： 千円）

事業区分
収　 　 入 支　 　 出 収支差額

R7 R6 増減 R7 R6 増減 R7 R6 増減
社会福祉事業 6 5 0 ,8 7 6 6 3 5 ,5 2 8 1 5 ,3 4 8 6 9 2 ,2 9 8 6 6 3 ,6 1 8 2 8 ,6 8 0 △ 4 1 ,4 2 2 △ 2 8 ,0 9 0 △ 1 3 ,3 3 2
公益事業 1 4 0 ,6 5 0 1 3 9 ,4 0 8 1 ,2 4 2 3 2 0 ,4 4 2 2 9 2 ,4 3 7 2 8 ,0 0 5 △ 1 7 9 ,7 9 2 △ 1 5 3 ,0 2 9 △ 2 6 ,7 6 3

貸付事業を除く 8 1 ,9 2 7 6 3 ,0 6 4 1 8 ,8 6 3 8 1 ,4 0 6 6 2 ,2 9 9 1 9 ,1 0 7 5 2 1 7 6 5 △ 2 4 4
収益事業 2 ,5 0 6 3 ,2 0 6 △ 7 0 0 2 ,5 0 6 3 ,2 0 6 △ 7 0 0 0 0 0

計 7 9 4 ,0 3 2 7 7 8 ,1 4 2 1 5 ,8 9 0 1 ,0 1 5 ,2 4 6 9 5 9 ,2 6 1 5 5 ,9 8 5 △ 2 2 1 ,2 1 4 △ 1 8 1 ,1 1 9 △ 4 0 ,0 9 5
貸付事業を除く 7 3 5 ,3 0 9 7 0 1 ,7 9 8 3 3 ,5 1 1 7 7 6 ,2 1 0 7 2 9 ,1 2 3 4 7 ,0 8 7 △ 4 0 ,9 0 1 △ 2 7 ,3 2 5 △ 1 3 ,5 7 6

本会の事業活動による収支を事業区分別に示すと下表の通り であり、 収入・ 支出の主な内訳はグラフの通りと なっています。

収入合計
7 3 5 ,3 0 9 千円

支出合計
7 7 6 ,2 1 0 千円

会費収入　 4 ％

2 6 ,9 4 0  

分担金収入　 7 ％

5 1 ,0 2 2  

経常経費補助金収入

4 3 ％

3 1 4 ,5 4 9

受託金収入　 3 1 ％

2 3 1 ,6 2 1  

自主財源収入　 1 2 ％

（ 寄附金収入、 事業収入、

負担金収入、 助成金収入、

受取利息配当金収入）

8 6 ,6 5 5

その他の活動によ る収入計　 3 ％

2 4 ,3 2 2

人件費支出

4 1 ％

3 2 0 ,4 1 3  

事業費支出

1 2 ％

9 3 ,7 4 8

事務費支出

4 0 ％

3 0 6 ,4 8 1

助成金支出

1 ％

3 ,7 8 5  

負担金支出

2 ％

1 7 ,6 8 9  

施設整備によ る 支出

0 ％

2 0 0  

その他の活動によ る支出計

4 ％

3 3 ,8 9 4

その他の収入　 0 ％

2 0 0

令和７ 年度一般会計収入（ 貸付事業除く ） 令和７ 年度一般会計支出（ 貸付事業除く ）

4
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償 ! !

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティ ア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ー ビ ス 補 償

ボランティ ア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３ 丁目３ 番２ 号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ： ０３（ ３５８１ ）４６６７ 　
受付時間： 平日の 9:30～17 :30（ 土日・ 祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス

（ 傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （ 傷害保険） （ 傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（ オプショ ン））

ＴＥＬ： ０３（ ３３４９ ）５１３７
受付時間： 平日の9:00～17:00（ 土日・ 祝日、年末年始を除きます。）

〈 引受幹事
保険会社〉

（ ふく し の保険ホームページ）

商品パンフレット は

コ チラ から

損害保険ジャパン株式会社 医療・ 福祉開発部 第二課

令和７ 年度

〈 S J2 4 -1 0 0 5 7 より 抜粋 〉

● こ のご案内は概要を説明し たも のです。 詳細は、「 ボラ ンティ ア活動保険パンフ レッ ト 」 にてご確認く ださ い。●

保険金額・ 年間保険料（ １ 名あたり ）保険金額・ 年間保険料（ １ 名あたり ）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の

補

償

死亡保険金

基本プラ ン 天災・ 地震補償プラ ン

1 ,0 4 0 万円

1 ,0 4 0 万円（ 限度額）

6 ,5 0 0 円

6 5 ,0 0 0 円

3 2 ,5 0 0 円

5 億円（ 限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

4 ,0 0 0 円

3 5 0 円 5 0 0 円

通院保険金日額

地震・ 噴火・ 津波による死傷

賠償責任保険金
（ 対人・ 対物共通）

入院中の手術

外来の手術

手術

保険金

保険金の種類
プ ラ ン

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・ 噴火・ 津波に起因する死傷は補償さ れません。

◆年度途中でご加入さ れる場合も 左記の保険料と なり ます。

◆中途脱退による保険料の返金はあり ません。

◆中途でボランティ アの入替や、ご加入プランの変更はできません。

◆ご加入は、 お 1 人につきいずれかのプラン 1 口のみと なり ます。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 三重県介護支援専門員試験・ 研修センタ ーから のお知らせ

　 令和７ 年度介護支援専門員実務研修受講試験は 10 月12 日（ 日） に行います。詳細は、受験の手引きをご覧く ださ い。

　 受験の手引き 配布予定場所　 三重県内の社会福祉協議会、 市役所・ 町役場の介護保険所管課、 広域連合、 保健所等

申込期間　 令和７ 年５ 月 2 1 日（ 水） ～ 令和７ 年６ 月 20 日（ 金）

表紙写真募集

information

春から 新人！

生活福祉資金 担当

中西 崚 です！

「 福祉資金って、 なん
か難し そ う …」 そん
な 声に、 全力で お応
えし ます！

制度のこ と 、 手続き の
こ と ――不安な 気持ち
も 、 戸惑いも 、 全部ま
と めて、 中西が、 し っ
かり 受け止めます！

# わかり やすく 　 　 # ていねいに　 　 # 相談し やすく

この３ つを胸に、 ひと つひと つ丁寧に。
あなたの疑問に、 真正面から 向き 合います！新人だからこそ、
誠実に。 新人だからこそ、 ひたむきに。 誰より も まっすぐに、
あなたの声に応えたい。「 相談してよかった」 そう 思ってもら
える 担当者を目指して、 今日も 一歩ずつ、 まえへ進みます。
暮らし のそばに、 福祉の力を。 あなたの味方、 あなたの相
談相手。 中西 崚を、 どう ぞよろし く お願いいたし ます！

中
西 

崚

なかにし  りょう
# はじ めまして

こ のたび新たに生活福祉
資金担当と なり まし た

中川 健太郎 です！

前職で は、 地域福祉
の現場で 奔走し て き
まし た。 そ の経験を
武器に、 今、 生活福
祉資金の最前線へ！

　 皆さ んの「 困った」に、
　 全力で向き 合います！ 

はじ めての職場に胸が高鳴る 毎日。 し かし 、 情熱と 責任感
は誰にも 負けません！

# しっかり 対応　 # やさし く ご案内　 # まっすぐ寄り 添う

一人ひとりの声を受け止め、 確かな説明と 安心感をお届けします！学ぶ
べきことは山ほどあります。 けれど、 私は止まりません。 目指すのは、

「 またこの人に相談したい」 と 思ってもらえる窓口。 目指すのは、 あな
たの暮らし を支える、頼れる存在。どう か覚えてく ださ い。中川 健太郎、
全力で、 まっすぐ、 向き合います！どう ぞよろしく お願いいたします！

中
川

健
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郎

な
か
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令
和
６
年
度　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
実
績
及
び
配
分
の
ご
報
告

● 募金目標額と実績額について （単位：円）

令和６年度共同募金 目標額 実績額 前年度実績
283,400,000 296,427,479 282,895,616

内
　
訳

一般募金 249,286,266 254,702,268 249,478,754
地域課題解決型募金 1,500,000 2,952,689 2,231,000
地域歳末たすけあい募金 21,649,000 20,717,523 20,715,856
ＮＨＫ等歳末たすけあい募金 10,964,734 18,054,999 10,470,006

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
、
県
内
各
地
で
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
民
の
皆
様
を
始
め
各
種
団
体
な
ど
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
額
は
、

２
億
９
千
６
百
万
円
余
で
、
昨
年
度
実

績
額
よ
り
も
約
１
千
４
百
万
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
、
県
内
の
社
会
福
祉

協
議
会
、
社
会
福
祉
関
係
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
配

分
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
地
域
福
祉
活

動
事
業
や
施
設
利
用
者
の
た
め
の
設
備

等
の
充
実
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
寄
付
金
の
一
部
は
災
害
等
に

備
え
る
た
め
、
災
害
等
準
備
金
と
し
て

積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

今
後
と
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

● 配分（助成）額 （単位：円）
団　体 社会福祉協議会 合　計件数 配分額 件数 地域配分額

一般
募金

広域配分 3 869,000 1 6,276,000 7,145,000
地域配分 5 1,690,000 29 220,525,583 222,215,583

地域歳末たすけあい募金 13 20,717,523 20,717,523
ＮＨＫ等報道機関歳末たすけあい義援金 7,800,000 7,800,000

合　　　　計 257,878,106
（注）配分額には、募金額以外に災害等準備金取崩額と過年度配分戻入金が含まれます。

一般募金・地域歳末募金の配分先の詳細は、HPに掲載しています。

● 災害等準備金積立と経費 （単位：円）
令和６年度災害等準備金積立（募金実績の３％） 8,800,000
次年度配分引当金 10,444,877
共同募金運動経費（県共募・委員会・中央共募） 37,000,000

合　　　計 56,244,877

● NHK等報道機関歳末たすけあい義援金の内訳 （単位：円）
配分先 配分額（円）

テーマ関係事業 － －
福祉車両及び備品購入事業 1 法人 300,000

児童養護施設 卒業祝金（自立する児童） 21 名分 630,000
自立支援金 20 名分 2,000,000

母子生活支援施設 小中学校入学支援金 14 名分 420,000
里子 支援金 136 名分 2,720,000
特別枠（CBC チャリティ募金、
東海テレビ福祉文化事業団） 10 団体 1,730,000

合　　　　計 7,800,000

62025 年 4･5 月号　No.404



令和７年４月７日 ( 月 )、三重県社会福祉会館で令和６年
度共同募金配分金交付式を開催しました。交付式には受配団
体のほか、三重県共同募金会の役員等が出席しました。

交付式では、昨年 10 月から今年３月までの間に街頭・地
域・職場等で、皆様からお預かりした募金を県内の８社会福
祉団体と 30 社会福祉協議会に配分しました。

受配団体を代表して、「三重県重症ケア家族会ＳＭＩＬＥ」
「社会福祉法人 鳥羽市社会福祉協議会」に配分金交付書を手
交するとともに、各団体から共同募金を活用して実施する事
業内容等をご報告いただきました。

県民の皆様からお寄せいただいた募金は、社会福祉事業を行うために、それぞれの団体で有効に活用されます。
募金にご協力いただきまして、ありがとうございました。

❶ 概　要
三重県共同募金会は、県民の皆様の赤い羽根共同募金に対する理解を深め、運動の

普及拡大を図ることを目的に、三重県オリジナルの募金バッジを作成します。
採用作品は、令和７年度の啓発バッジとするほか、その他ポスターやチラシに活用

します。

❷ 入選作品

❸ 募集期間
   令和７年４月１日（火）～ ５月 31 日（土）※当日消印有効

共同募金配分金交付式の開催
令和６年度

①「三重の赤い羽根賞」（採用作品） １点 賞金　３０，０００円（※高校生以下の場合は図書カード）
②「三重県知事賞」 １点 賞金　　５，０００円（※高校生以下の場合は図書カード）
③「三重県議会議長賞」 １点 賞金　　５，０００円（※高校生以下の場合は図書カード）
④「三重県教育委員会賞」（小学生の部） １点 賞金　　５，０００円（※図書カード）

（中学生・高校生の部） １点 賞金　　５，０００円（※図書カード）
⑤「三重県社会福祉協議会長賞」 １点 賞金　　５，０００円（※高校生以下の場合は図書カード）
⑥「努力賞」 ５点 賞金　　１，０００円（※図書カード）

三重の赤い羽根共同募金
バッジデザインを募集しています！

令和７年度

バッジデザインへの応募方法等の詳細については、
三重県共同募金会の HP をご覧ください。

　　　　〒 514-0003　三重県津市桜橋 2 丁目 131 三重県社会福祉会館 2 Ｆ
　　　　TEL：059-226-2605　FAX：059-221-0044　E-mail：miekyoubo@miewel.or.jp連絡先

三重県共同募金会

たくさんのご応募をお待ちしています♬

社会福祉団体代表
三重県重症ケア家族会ＳＭＩＬＥ

令和６年度バッジデザイン
（三重の赤い羽根賞）
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令和７年度共同募金配分申請を受け付けています
令和８年度事業充当

対象・団体
⃝社会福祉法第２条第２項および第３項（第 13 号を除く）に規定

する社会福祉事業を行う法人
⃝更生保護事業法第２条第１項に規定する更生保護事業を行う法人
⃝特定非営利活動法人及びボランティア団体
⃝県社会福祉協議会、市町社会福祉協議会
⃝その他、三重県共同募金会が特に必要と認めた団体

募集期間　※当日消印有効
令和７年５月１日（木）～ ５月 31 日（土）

申請区分 配分限度額 配分対象 受　付
広域福祉活動支援事業 50 万円 広域団体 三重県共同募金会

先進的モデル事業 50 万円
広域団体 三重県共同募金会

地域団体 市町共同募金委員会

社会福祉施設等整備事業
通　　常…工事 50 万円　備品 30 万円
災害復旧…建物整備 100 万円
　　　　　備品整備 50 万円

広域団体 三重県共同募金会

地域団体 市町共同募金委員会

地域福祉活動支援事業 50 万円 地域団体 市町共同募金委員会

申請書の提出について
申請書様式については、三重県共同募金会ホームページからダウンロードし、ご記入のうえ提出してください。

令和７年度　三重県共同募金会　助成団体募集計画令和７年度　三重県共同募金会　助成団体募集計画

社会福祉法人　三重県共同募金会
〒 514-0003　三重県津市桜橋 2 丁目 131（三重県社会福祉会館内）
TEL：059(226)2605　　FAX：059(221)0044
E-mail  miekyoubo@miewel.or.jp　　URL  https://mie-akaihane.or.jp/　

お問い合わせ先

助成種類 募集時期 対象団体 対象事業・活動

公益財団法人 中央競馬馬主
社会福祉財団

5 月 1 日（木）
～ 5 月 31 日（土）

社会福祉法人、社会福祉事業を
行っている NPO 法人、公益財
団法人、公益社団法人等

施設の拡充または改築、備品の
購入、車両の購入等

公益財団法人 車両競技
公益資金記念財団

年２回（予定）
（６月、３月） 完成後 15 年以上経過した保育所 保育所の補修

NHK等歳末たすけあい義援金 9 月１日（月）
～ 10 月３日（金）

地域福祉に取り組むボランティ
ア団体、NPO、更生保護団体等、
民間の社会福祉、更生保護事業
を経営する非営利法人

新たな年を迎える時期に障がい
者（児）や支援を必要とする高
齢者等に関する事業、全国共通
助成テーマに係る事業

地域課題解決型募金 9 月１日（月）
～ 10 月３日（金）

活動実績が１年以上ある県内の非
営利団体

子育て支援、障がい者の生活支援、
地域から孤立をなくす活動等、地域
の福祉課題を解決するための活動

申請書の提出について
申請書様式については、三重県共同募金会ホームページからダウンロードし、ご記入のうえ提出してください。


